
昭 和58 年1 月1 日区 の お 知 ら せ第598 号( 1)

区のお知らせ 足 立 区
編集/企画部広報課
足 立区 千住一丁目4- 18

( 882) 1111
第二庁舎　( 889) 6161

人口・面積( 57. 12. 1)
世 帯　　　　　214, 505
人 口　　　　　628, 233

男　　　　　　318, 018
女　　　　　　310, 215

面積　　　　　53. 25km2
人口密度　11, 798人/ km2

寿春 わがまち足立

題字: 足立区長書

足 立 区 長

古 性 直

区
民
の
み
な
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
区
制
五
十
周
年
で
、
区
民

の
集
い
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
、
み
な

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
得
て
、
大
変

盛
り
上
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
一
つ
の
礎

と
し
て
、
区
民
憲

章
の
精
神
を
生
か

し
、
明
る
く
ふ
れ

あ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
、
さ
ら

に
す
す
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
も
、
国
、
地
方
自
治
体
を
通
じ

て
、
財
政
状
況
は
決
し
て
良
く
あ
り
ま

せ
ん
。
行
政
改
革
、
事
務
事
業
の
見
直

し
も
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
Iう

な
状
況
心
中
で
、
私
は
、
区
の
事
業
の

見
直
し
を
行
い
、
社
会
の
助
き
に
対
処

で
き
る
弾
力
的
な
行
財
政
の
運
営
を
心

掛
け
、
み
な
さ
ん
の
信
頼
に
応
え
る
区

政
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
区
政
運
営
に
は
、
み
な
さ

ん
の
参
加
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

今
年
も
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
区
政
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
年
頤
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

足
立
区
民
憲
章

一
　
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
健
康
に

心
が
け
元
気
に
働
き
楽
し
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
　
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
教
養
を

高
め
世
界
を
む
す
ぶ
文
化
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
　
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
お
も
い

や
り
と
感
謝
の
心
で
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
　
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
自
然
を
愛
し
資
源
を

大
切
に
し
て
清
潔
な
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
　
わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
き
ま
り
を
守
り
力
を

合
わ
せ
て
自
立
す
る
平
和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

足立区議会議長

鈴 木 進

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

区
議
会
を
代
喪
し
て
区
民
の
皆
さ
ま
に

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

昨
年
は
国
の
内
外
と
も
に
多
事
多
雛

の
年
で
あ
り
持
に
世
界
的
不
況
の
嵐
の

余
波
は
、
資
源
の

乏
し
い
我
が
国
に

も
お
よ
ぴ
、
深
刻

な
経
済
不
況
ど
な

っ
て
私
ど
も
の
生

活
を
脅
か
し
ま
し

た
が
、
一
方
、
区

民
の
皆
さ
ま
の
区

政
に
対
す
る
要
望
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
区
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
議
決
機
関
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
し
て
、
国
な
ら
び
に
都
に
対
し

て
要
望
す
べ
き
点
は
強
く
働
き
か
け
る

と
と
も
に
、
執
行
機
関
と
相
協
調
し
て

最
大
限
の
行
政
効
果
を
挙
げ
て
、
皆
さ

ま
の
御
期
待
に
応
え
る
卜
tう
努
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ぐ
う
か
本
年
も
、
よ
り
一
層
の
御
支

援
・
御
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

昭
和
五
十
八
年
が
区
民
の
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
幸
せ
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
祈
念
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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区 制50 周年
この一年をふりかえって…

昨
年
は 、足 立 区が 誕生し て50

年 。50 周年を記念して
、
いろいろ

な催し が 行
われ
ました。町 の 話 題

とともに写真で昭和57年をふりか

え り ま し
た
。

1 月

1. 元旦

2. ラジオ体操大会

7 、じんがんな祭り

15. 成人の集い

17. 凧あげ大会

じん が ん な 祭 り/ 大 乗 院

2 月

2 ～4. 魚類生息調査

3. だるま焼き

5 ～8. 省エネ展

6・13. 広報映画「 葦立か

ら足立へ 」試写会

だるま供養/西新井

大師

3月
10、綾瀬コミュニティ道路
完成

28. 北千住駅前にアーケ一
ド完成

30. 首都高速葛飾・川口線
開通

4 月
1. 海外技術 者研修セン タ

ー完成

10. M 木まつり

20. 元溯江公園の生物展示

室オープン。「チューリ

ップ」

〝
人
と
車
の
共
存
〟

都
内
で
初
め
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

▲ 元 渕 江 公 園 の チ ュ ー リ ッ プ

5
月

1
、
東
和
・
佐
野
セ
ン
タ

ー
オ
ー
プ
ン

2
4～
、
ホ
タ
ル
展
小

2
4、
お
田
植
え
祭

6
月

1
.
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園(花

菖
蒲
)

1
7・
1
8
、
夏
花
品
評
会

5
～
1
1
、環
境
週
間

2
0
～
、区
展
開
催

▼ しょうぶ沼公園の花菖蒲
( 見ごろは6 月中旬頃)

7 月

1. 総合スポーツセンター

プールオープン

15. えんま詣( 1月と7月)

21. 家庭の日パレード
22. 花火大会

22・23. 親子施設見学会

50メ ー ト ル 公認 プー ル

(総 合スポー ツセ ンタ ー)

えんま詣の縁日

( 勝専寺)

夜空に輝く足立の花

火

8 月

4 。緑陰俳句教室
15. 区民水泳教室

16. 足立区歌「わが

まち足立」完成
30. 丸木舟進水式

9 月

1. 防災訓練
6. 区長の敬老訪問

16. 17. 吸老施設見幸会

27. 「町名のうつりかわ

り」 発行
30～・区民大学開校

10月

1. 区民の集い
2～3. 区民フェステ

ィバル

17. 区民大運動会
23. 「足立史談」復刻版

発行
25. 子ども議会

アメリカ大使から、桜のメッセージを受ける

コ ン パ ニ オ ン 子どもに人気のSL( フェスティバル… … 元渕江公園)

▲
青
空
の
も
と
で
大
運
動
会

▲
子
ど
も
議
会
開
催

1
1
月1

～
、全
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間

1
8、
レ
ー
ガ
ン
桜
植
樹
祭

2
3、
一
茶
ま
つ
り

2
7、
足
立
区
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル

レーガン桜を植樹する鈴木都知事と

古性区長

11月下旬から始まるせりつみ(

積三丁目)

12
月

3
、
消
費
者
展

9
、
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
太

会

1
2
.χ
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

太
会

2
1、
納
め
の
大
師

足
立
に
残
る
手
作
り
の
職
人
芸

い
ま
ま
で
グ
ラ
フ
で
紹
介
し
た

職
人
さ
ん
に
登
鳩
を
し
て
い
た
だ

き
、
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
今
後
も
グ
ラ
フ
等
で
、

伝
統
工
芸
等
を
続
け
る
方
々
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹

刀

師

加
藤
さ
ん
が
佐
々
木
鷲
鳩
郎
と

い
う
竹
刀
師
の
弟
T
に
な
っ
た
の

は
t
三
歳
の
と
き
。
二
十
歳
ま
で

竹
刀
づ
く
り
の
修
練
を
積
み
、
一

本
立
ち
し
た
の
は
三
十
二
歳
。
そ

の
間
、
匱
兵
に
と
ら
れ
、
一
時
中

断
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。

材
科
は
ま
竹
。
水
を
含
ん
で
い

る
と
ク
セ
が
で
る
の
で
、
た
め
火

鉢
で
火
に
あ
ぶ
っ
て
ク
セ
を
直
す

の

が
コ
ツ

だ
そ
う
で

す
、

を
フ
一
度

生
ま
れ

て
も
、
や

は

り

竹
刀
師
の

遒
に

う
く
と

い
う
加

藤

さ
ん
で
す

。

―
-
1
-

最
近

は
機
槻

化
し
て
し

ま

い

ま
し
て
I
―・
。
も
し

、
習

い
に
く

る
人

か

い
た
■£
'

毒

ん
で
教
え

て

あ

げ
た

い
で

す
ね
。

絵
馬
屋

昭
和
の
切
め
を
ピ
ー
ク
に
、
そ

の
後
は
圈
が
引
く
よ
う
に
姿
を
消

し
、
今
で
は
東
京
で
た
だ
一
つ
の

絵
馬
屋
さ
ん
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

こ
の
這
工
十
年
の
七
代
目
に
く

ら
べ
ら
れ
る
の
が
は
ず
か
し
い
と

い
う
八
代
目
・
吉
田
さ
ん

。昔
か
ら

図
柄
を
変
え
な
い
で
描
か
れ
て
い

る
の
で

、
研
究
者
な
ど
に
は
一
目

で

、千
住
絵
馬

‘
と
わ
か
る
特
徴

を
も
っ
て
い
る
、
こ
の
絵
馬
の
伝

統
の
灯
良
一
し
続
け

、
七
代
目
の

芸
埴
に
近
づ
こ
う
と
努
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

-
-
―
息
子
が
絖
い
て
や
っ
て
く

れ
る
と
い
い
な
、
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
か
…
……

鬼
瓦
づ
く
り

専
門
の
鬼
瓦
づ
く
り
は
、
東
宦

で
は
た
だ
一
軒
、
こ
こ
尾
本
正
一

さ
ん
宅

三

代
旦

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

部
分
的
に
は
機
確
が
導
入
さ
a

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
手
作
一

の
世
界
。
土
を
練
り
、
原
型
を
作

る
。
爾
鉄
の
ヘ
ラ
で
搴
き
、
天
目

で
乾
燥
さ
せ
、
色
を
ふ
き
つ
け
、

釜
に
入
れ
て
焼
き
あ
げ
る
。
こ
う

し
て
鬼
瓦
が
で
き
あ
が
る
の
に
、

お
よ
そ
二
ヵ
月
を
要
し
拿
す
。

白
熊
と
耳
佃
の
と
れ
た
米
産
に

こ
そ
、
鬼
瓦
の
手
作
り
の
昧
か
に

じ
み
出
て
く
る
の
で
す
。

-―
-
材
料
が
手
に
入
り
に
く
い

力
と
、
需
要
(
瓦
)
が
少
な
い
の

で
、
大
変
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
の
代
ま
で
は
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

雀

焼

創
業
は
大
正
五
年
。
鮒
秋
の
店

主
、
浜
田
さ
ん
は
か
つ
て
は
学
校

の
教
員
で
し
た
が
、
厳
父
が
亡
く

な
ら
れ
て
か
ら
、
こ
`
伝
統
の
商

売
と
本
格
的
に
と
り
く
み
は
じ
め

ま
し
た
。

甘
な
が
ら
の

、
仰
畏
゛
で
焼
く

香
ば
し
い
匂
い
が
、
か
う
て
の
庶

民
の
味
を
彷
彿
と
さ
せ
て
く
れ
ま

す
が
、
い
ま
で
は
東
京
名
物
の
高

級
品
。

下
町
の
名
物
を
最
餓
ま
で
守
り

と
お
そ
う
と
い
う
決
意
を
こ
め
て
、

今
日
も
「
味
゛
と
と
り
く
ん
で
い

ま
す
。

-
-
-
印
旛
沼
の
魚
次
第
な
ん
で

す
。
な
に
し
ろ
自
然
の
も
の
で
す

か
ら
。
漁
師
さ
ん
も
年
々
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
し
、
た
く
さ

ん
と
れ
る
の
を
願
っ
て
い
ま
す
。

刃

剣

研

師

「
刀
は
歴
史
反
省
の
具
」
と
語

る
犬
願
き
ん
は
、
江
戸
伝
娩
の
技

術
を
担
う
刀
剣
研
師
。
日
本
刀
の

研
ぎ
を
家
a
と
し
て
い
ま
す
。

犬
皿
家
は
一

川
累
代
の
家
臣
で

父
親
が
明
治
三
十
五
年
に
芝
で
刀

刺
研
師
を
創
業
。
そ
の
父
親
か
ら

筏
術
を
伝
梗
さ
れ
ま
し
た
。
咽
鵬

四
十
五
年
生
ま
れ
で
、
十
六
畿
の

と
き
始
め
た
と
い
う
か
ら
、
早
や

五
十
傘
年
。
今
や
国
宝
の
刀
剌
も

ま
か
さ
れ
る
名
刀
剣
研
師
で
す
。
-
-
'

卑
子
が
三
代
目
を
継
い
で

く
れ
ま
す
。
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猪

の

話

猪
は
「
い
の
し
し

」
と
言
う
の
が

晋
通
だ
が
、「
し
し
、
い
、
ふ
す
い
、

い
の
こ
」
な
ど
と
も
言
う
。

猪
は
、
昼
間
は
一
定
の
日
当
り
の

よ
い
窪
地
の
ヤ
ブ
の
中
で
眠
る
。
こ

れ
を
猟
師
た
ち
は
「
猪
の
穫
坪
」と
呼

ん
で
い
る
。
夜
に
な
る
と
寝
坪
か
ら

出
て
小
動
物
や
、
木
の
実
、
山
芋
を

食
い
、
田
畑
の
作
物
を
食
い
荒
す
。

怒
ら
せ
る
と
觜

の
毛
を
振
り
立
て

て
突
進
し
て
来
る
。

そ
の
た
め
、
毛
を

「
怒
り
毛

」
と
一画

い
、「
猪
突

」と
称

す
る
。
猪
の
往
来

す
る
道
は
、
ほ
ぼ

一
定
し
て
い
る
の

で
、「
猪
道
(
し
し

み
ち
)
」
と
呼
ぶ
。

肉
は
脂
肪
に
富

ん
で
い
て
、
う
ま

い
。
俗
に
「
山
鯨
」
と
甜
わ
れ
る
。

俳
句
の
晩
秋
の
季
語
と
さ
れ
、
「
稲

刈
り
て
猪
待
つ
小
屋
は
荒
に
け
り
」(

斉
々
)
の
句
が
あ
る
。

猪
の
字
の
つ
く
地
名

兵
庫
県
川
辺
郡
の
猪
名
川
町
、
同

丹
波
山
地
か
ら
発
し
て
猪
名
川
町
・

川
西
市
・
伊
丹
市
を
流
れ
て
大
阪
灣

に
注
ぐ
猪
名
川
、
福
島
県
耶
麻
郡
の

猪
苗
代
町
と
猪
苗
代
湖
、
徳
島
県
の

北
西
、池
田
町
に
あ
っ
て
、徳
島
と
香

川
の
両
県
境
に
な
る
猪
の
鼻
峠
(
標

高
五
四
四
メ
ー
ト
ル
)
、静
岡
県
引
佐

郡
三
ヶ
日
町
付
近
に
あ
る
堵
員
潮
、

千
葉
市
街
地
内
に
あ
る
猪
員
台
公
園

な
ど
が
あ
る
。

猪
の
字
の
つ
く
神
社

静
岡
県
引
佐
郡
三
ヶ
日
町
に
あ
る

猪
鼻
神
社
は
、
景
行
天
皇
の
時
代
に

創
立
さ
れ
た
も
の
。
三
戳
県
上
野
市

の
猪
田
(
い
だ
)

神
社
は
、
伊
賀
郡

猪
田
郷
に
居
住
し

た
伊
賀
氏
が
、
そ

の
祖
神
を
奉
祀
し

た
も
の

。
兵
庫
県

伊
丹
市
の
猪
名
野

神
社
は
、
延
喜
四

年
の
創
建
で
そ
の

吹
二
回
改
築
さ
れ
、

錨

家
の
祈
願
所

」な
っ
た
。

三
重
県
目
弁
郡

東
員
村
に
あ
る
猪
名
部
神
社
は
、
延

喜
時
代
の
創
立
で
員
弁
郡
十
座
の
一

つ
で
あ
る
。
貞
観
十
五
年
に
掌
侍
の

舂
澄
朝
一
&
高
子
氏
神
に
奉
幣
し
て
以

来
、
春
蔗
氏
の
氏
神
と
さ
れ
た
。

(
十
二
支
の
文
様
よ
り
)

教
室
等
の
催
し
も
の
に

積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

成

人

学

校

冬
の
講
座
を
次
の
と
お
り
閧
催

し
ま
す
。

日
時
　
一
月
二
十
五
日
～
二
月
二

十
五
日
の
毎
週
火
・
金
曜
日
(
計

十

回
)
、
い

ず
れ
も

午

後
一

時
三

十

分
～
三
時

三
十

分
(
た
だ

し
、

二

月
十

一
日

は
祝

日

の
た

め
十

日

に
実

施
)

場

所
　

東

和
社

会
教

育

館

対

象
　

区

内
在

住
・

在
勤

の

成
人

科
目
　
▼
茶
道
科
…
表
千
家
不
白

流

▼

海
道

科
…
楷

書
・
行
一

定

員
　

各

講
座

三
十

私
(

申
込

多

数
の

塰

‥
は

抽
選
)

費
用
　

無
料
(

教
材

費
は

自
己

負

担
)

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
受

講
科
目
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

申
込
期
限
　
一
月
十
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係

a
n

千
住
一
-
四
1
一
八
)

青

年

教

室

日
時
　
一
月
十
七
日
か
ら
毎
週
月

曜
日
(
全
七
回
)
午
後
六
時
三

十
分
一
九
時

場
所
　
梅
島
小
学
校
体
育
館

対
象
　
区
内
在
住
の
三
十
歳
ま
で

の
青
年
男
女

内
容
　
ア
ロ
ー
ビ
ッ
ク
ダ
ン
ス
を

学
び
な
が
ら
仲
間
づ
く
り
を
し

ま
す

費
用
　
無
料

定
員
　
四
十
名
(
抽
選
)

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
气

年
齢
、
職
業
を
記
人
の

う
え
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

丿
月
十
ー日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

♀
1
2
0
千
住
一
1
四
-
一
八
)

手

芸

教

室

日
時
　
一
月
十
九
日
(
水
)
午
後

一
時

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

内
容
　
コ
ッ
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
(
銅

板
工
芸
)
ト
レ
ー
の
作
成

定
員
　
三
十
名
(
先
肴
頤
)

費
用
　
千
四
百
円

持
参
す
る
物
　
ボ
ロ
布
(
手
ぬ
ぐ

い
大
)
、古
週
刊
紙
一
冊
、
使
え

な
く
な
っ
た
ボ
ー
ル
ペ
ン

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口
で

受
付
け
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ

ー

　
六
○
五
-
七
一
〇
一

寒
い
冬
だ
か
ら
こ
そ

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

□
リ
ズ
ム
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
較
室

日
時
　
一
月
十
三
日
～
五
月
二
十
六

日
の
毎
週
木
曜
日
(
た
だ
し
、
五

月
五
日
を
除
く
)
、い
ず
れ
も
午
後

六
時
三
十
分
～
八
時

対
象
　
十
八
歳
以
上
の
男
女

内
容
　
音
楽
を
使
っ
た
ダ
ン
ス
や
筋

カ
ト
レ
ー―
ニ
ン
グ
で
楽
し
く
体
力

づ
く
り

費
用
　
各
回
二
百
円

□
レ
デ
ィ
ー
ス
・
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室

日
時
　
一
月
十
三
日
～
五
月
二
十
六

日
の
毎
選
木
曜
日
(
た
だ
し
、
五

月
五
日
を
除
く
)
、い
ず
れ
も
午
前

十
時
～
十
一
時
三
十
分

対
象
　
十
八
歳
以
上
の
女
性

内
容
　
リ
ズ
ム
感
覚
を
養
い
、
基
礎

ス
テ
ッ
プ
か
ら
ジ
ャ
ギ
ー
ま
で
段

階
指
導

費
用
　
各
回
二
百
円

甲
込
方
法
　
い
ず
れ
も
、
直
接
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
月
五
日
の
午
前
九
時
か
ら
受
付

け
ま
す

※
な
お
、こ
れ
ら
の
教
室
参
加
者
は
、

教
室
前
ま
で
に
必
ず
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
実
施
日
　
▼
毎
選
水

曜
日
、
午
前
九
時
E
十
分
～
午
後

七
時

▼
毎
週
日
曜
日
、
午
前
九

時
三
十
分
I
午
後
三
時

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
　
八
五

九
-
八
二
一
一
)

区
制
5
0
周
年
記
念

第
3
5回
区
民
体
育
大
会

冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

日
時
　
二
月
六
日
(
日
)
午
前
九
時

場
所
　
新
潟
県
浅
貝
ス
キ
ー
場

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
助
・
在

学
の
方
、お
よ
び
区
内
ス
キ
ー
団

体
に
所
属
す
る
方

参
加
費
　
二
千
円
(
た
だ
し
、
交
通
・

宿
泊
費
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
)

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話

申
込
期
限
　
一
月
二
十
日

主
催
　
足
立
区
、
区
教
育
委
員
会
、

区
体
育
協
会

申
込
・
問
合
せ
先
　
バ
ム
・
ス
ポ

ー
ツ

　
八
八
一
丁

七
九
〇
〇

40歳からの女性の健康づくり

保健栄養教室
日

時
　

一

月
十

九
日

・

二
十

五
日

・
三

十

一
日

、
い

ず

れ

も
午

後

一

時

三
十

分

～

三

時
三

十

分
(

貧
血

検

査

希
望

者

は
午

後
一
時
か

ら
)

場

所
　

千

住
保

健
所

内
容
　
▼
一
日
目
…
若
さ
を
保
つ
栄

餮
学

▼
二
日
目
…
う
す
味
と
バ

ーフ
ン
ス
食

▼
三
日
目
…
楽
し
く

か
ら
だ
を
動
か
そ
う

費
用
　
無
料
(
貧
血
検
査
は
二
百
四

十
円
か
か
り
ま
す
)

問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所

　
八
八

八
!
四
二
七
七

区
内
で
住
所
を

異
動
し
た
と
き
の

手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

区
内
で
住
所
を
異
動
し
た
と
き
は
、

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
十
四

日
以
内
に
出
張
所
窓
口
に
転
居
届
を

出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
転
居
前
と
転
居
後
の

住
所
を
管
轄
す
る
出
彊
所
が
逾
う
場

合
、
両
方
の
出
張
所
へ
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
か
、
今
年
か
ら
は
、
転

居
先
の
新
し
い
住
所
を
管
略
す
る
出

張
所
へ
届
け
出
れ
ば
、
す
べ
て
手
続

き
は
終
わ
り
ま
す
。

な
お
、住
民
票
の
写
し
の
交
付
は
、

事
務
手
統
上
二
と
I
百
か
か
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
各
出
張
所
ま
た
は

住
民
記
録
係
へ
。

参
加
し
よ
う

成
人
の
集
い

二
十
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
今

年
は
一
人
の
社
会
人
と
し
て
、
新

し
い

。門
出
″
の
年
で
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
成
人
に
な

ら
れ
た
方
を
対
象
に
「
成
人
の
日

の
集
い
」
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

成
人
に
な
ら
れ
た
方

に
は
、
年
賀
状
で
ご
案

内
し
ま
し
た
の
で
、
当

日
案
内
状
を
持
参
の
う

え
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

期

日
　

一
月

十
五
日
(

土
)

場

所
・

時

間
・

対
象

出

張
所

管
内

▼
①
産
業
振
舞
館
…
　
午
前
十
時

三

十
分

～
正

午
(

常

東

、
第

三

～
第
五
、
第
十
二
、
第
二
十
出

張
所
管
内
の
方
)
▼
②
文
化
会

翆
:
:

午
前
十
時
三
十
分
～
正

午
(
第
七
～
第
九
、
第
十
一
干

第
十
六
、
鹿
浜
出
張
所
管
内
の

方
)

▼
③
文
化
会
館
…
午
後

一
時
三
十
分
上
二
時
(
第
六
、

第
十
、
第
十
一
、
第
十
七
～
第

十
九
、
柬
綾
瀬
、
東
栗
原
、
花

畑
、
神
明
、
佐
野
出
張
所
管
内

の
方
)

対
象
　
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日

～
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
に

生
ま
れ
た
方

記
念
講
演
　
▼
`
″
会
塒
…
瑶
合
悳

子
氏
(
作
家
)
▼

②
会
場
…
楠
本
憲
吉

氏
(

俳

人
)

▼

③

会

場

…
佐

々
木

久
子

氏
(

随
筆

冢

、
雑

誌

嘔

樂
長
)

※
な
お
、各
会
場
と
も
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、車
で
の
ご
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。ま
た
、

平
服
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
文
化
係

温泉であたたかい

冬のひとときを
湯 河 原

伊豆高原
「あだち荘」

抽
選
日
　
二
月
分
の
申
し
込
み

は
、一
月
五
日
(
水
)
に
抽

選
会
を
行
い
ま
す
(
な
お
、

伊
豆
高
原
「あ
だ
ち
荘
」を

申
し
込
む
方
は
、国
民
健
康

保
険
証
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
の
領
収
書
が
必
要
で
す
)

抽
選
場
所
　
区
役
所
七
階
会
銭

室
□
湯
河
原
「あ
だ
ち
荘
」

甲
込
資
格
　
区
内
在
住
・
在
助

の
方
(
た
だ
し
、
一
人
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
)

利
用
日
数
　
二
泊
三
日
ま
で

利
用
料
金
　
大
人
…
三
千
円
、子
供

…
千
五
百
円

□
伊
豆
高
原
『
あ
だ
ち
荘
』

申
込
資
格
　
区
内
在
住
の
方
(
た
だ

し
、
一
人
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
)

利
用
日
数
　
二
泊
三
日
ま
で

利
用
料
金
　
▼
室
料
(
一
泊
二
人
～

五
人
ま
で
収
容
)
=
・
利
用
代
表
者

が
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
(
五

千
円
)
、
利
用
代
表
者
か
一
般
区

民
(
七
千
五
百
円
)

▼
食
事
料

(
夕
・

朝

食
)

…
大
人
(

千

五

百
円
)

、子

供
(

千

円
)

注
意
事
項
　
▼
五
日
の
午
前
九

時

ま
で

に

入
場

し

た
方

を
抽

選

対
象

と

し

、
午

前
九

時
を

少

し
で

も

過

ぎ
た
方

は

抽
選

で

き

ま
せ

ん

▼
い

ず

れ
も

、

申

し

込
み

と
同

時
に

利

用
料

金

を

支
払

っ
て

い
た

だ

き
ま

す

▼

休

館
日

が
あ

り

ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
　
▼
湯
河
原

「あ
だ
ち
荘
」…
区
民
生
活
係
」

▼
伊
豆
高
原
『
あ
だ
ち
荘
』
…

国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

ひ
ろ
ば

□

レ

ッ
ツ

ゴ
ー
ス

キ

ー

期

間
　

二

月
四

日

、
六

日
(
夜

行
)

場

所
　

草

津
温

泉
ス
キ

ー
場

定

員
　

三

十
名
(

先

着
順
)

費

用
　

一
万

八

千
円

〔
交

通
費

、

食

費

、
障
害

保
険

、
講

習
会

等

〕

申

込
・

問
合

せ

先
　

足

立
サ

ー
ク

ル
連

合

事
務

局
(

高
井
)

　
八

九
〇

匚

○
○

六
一

□
煎

茶

・
抹

茶
教

室

日
時
　
一
月
か
ら
月
三
回
(
金
曜

日
予
定
)
、午
前
九
時
-
-
正
午

(
煎

茶
)

、
午

後

一
時

～
四

時
(

抹

茶
)

場
所
　

青
年

館

費
用
　

月
額

二
千

百
円

申

込
・

問

合
せ

先
　

笹
内

　
八

四

九
一

七
〇

九

八

□
合
気
道
順
風
会
会
員
募
集

日

時
　

毎
選

水
曜

日

午

後
五

時

～
七

時

、
毎
週

木

曜
日

午

後

五

時

～
八

時
三

十

分

、
毎
週

日

曜

日

午

前
九

時

～
午

後
十

二

時

三
十

分

場

所
　

総

合
ス

ポ

ー
ツ

セ
ン

タ

ー

対
象
　
小
学
校
一
年
生
～
高
校
生

費
用
　
小
学
生
…
千
五
百
円
、
中

学
生
:
二
千
円
、
高
校
生
…
二

千
五

百
円
(

い
ず

れ
も

、
入
会

金
と

毎

月
の

費
用
)

申

込

・

問
合

せ
先
　

菊
地

　
八

五
九
―
八

四
〇

〇

□
花
畑
書
道
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

日

時
　

毎
選

木
曜

日

午

後

一
時

～

三

時
三

十
分

場

所
　

花

畑

セ
ン

タ
ー

対

象
　

男

女

・
年

齢
不

問

費

用
　

月

額

二
千

五
百

円

申
込
・
問
合
せ
先
　
長
谷
川

　

八
八
四
一
九
八
四
八

□
日
本
舞
踊
敏
室

日
時
・
場
所
　
▼
佐
野
社
会
教
育

館
・
:毎
週
火
曜
日

▼
東
和
杠

会
教
育
館
・
=毎
週
水
曜
日

▼

竹
の
塚
社
会
敢
育
館
・
:毎
週
木

曜
日

▼
中
央
本
町
社
会
教
青

館
…
毎
週
金
曜
日
(
い
ず
れ
も

月
四
回
)
、
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
一
時
～
四
時

開
講
式
　
一
月
十
二
日
(
水
)
午
後

一
時
か
ら
東
和
社
会
教
育
館
で

費
用

月
額
二
千
円
(
教
材
は
希

望
者
だ
け
実
費
負
担
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
藤
間

　
六

二
八
-
一
九
九
七
(
午
後
六
時

以
降
)

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

♀
1
2
0千
住
一
-
四
|
一
八
)

掲

示

板

事
業
経
営
者
の
方

お
忘
れ
な
く

償
却
資
産
の
申
告

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
は
、

土
地
、家
屋
の
ほ
か
僕
却
資
産
(
機

械
、
装
置
、
運
搬
具
、
器
具
、
備

品
な
ど
の
事
業
用
資
産
)
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
用
資
産
を
お
持

ち
の
方
は
、
一
月
一
日
現
在
の
所

有
状
況
を
都
税
事
務
所
に
甲
告
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
一
月
三
十
一
日
(
な

る
べ
く
一
月
十
七
日
Q
ろ
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
)

問
合
せ
先
　
足
立
都
税
事
務
所

　
八
八
二
-
二
一
一
一

新
入
学
児
童
・
生
徒
の

就
学
通
知
書
に
つ
い
て

四
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
さ
れ

る
お
子
さ
ん
(
昭
和
五
十
一
年
四

月
二
日
～
昭
和
五
十
二
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
)
の
就
学

通
知
書
は
、
一
月
十
日
に
保
護
者

あ
て
発
送
し
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る

方
の
就
学
通
知
書
は
、
一
月
中
旬

に
在
学
小
学
校
よ
り
お
子
さ
ん
を

通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

な
お
、家
庭
事
情
や
お
子
さ
ん

の
身
体
的
理
由
等
に
よ
り
、
指
定

校
以
外
の
学
校
へ
お
子
さ
ん
を
入

学
さ
せ
た
い
と
お
考
え
の
場
合
は
、

一
月
中
に
就
学
通
知
表
と
印
か
ん

を
持
参
の
う
え
、
学
事
係
ま
で
ご

相
破
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先
　
学
事
係


